
組
合
は
長
年
の
取
組
み
の
一
つ
の

中
に
介
護
や
育
児
な
ど
休
暇
の
新
設

や
改
善
を
防
衛
省
に
訴
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
産
後
の
延
長
を
含

む
産
前
産
後
の
有
給
化
、
育
児
休
業

や
勤
務
時
間
の
短
縮
、
ま
た
介
護
休

業
の
制
度
な
ど
改
善
に
つ
な
が
る
成

果
を
獲
得
し
て
き
ま
し
た
。
と
く
に

育
児
支
援
に
つ
い
て
は
組
合
と
し
て

も
団
体
交
渉
で
再
三
に
わ
た
り
訴
え

続
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
労
務

管
理
機
構
は
子
育
て
及
び
就
労
を
支

援
す
る
た
め
、
財
団
法
人
こ
ど
も
未

来
財
団
の
行
っ
て
い
る
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
育
児
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
事
業
者
が
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
利
用
で

き
る
割
引
券
の
交
付
を
よ
う
や
く
八

月
十
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

割
引
券
の
対
象
は
乳
幼
児
又
は
小

学
校
三
年
生
ま
で
の
児
童
、
そ
の
他

「
身
体
障
害
者
手
帳
」
、
「
療
育
手

帳
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
な
ど
健

全
育
成
上
の
世
話
を
必
要
と
す
る
小

学
校
六
年
生
ま
で
の
児
童
の
家
庭
内

に
お
け
る
保
育
や
世
話
及
び
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
に
よ
る
保
育
所
等
へ
の
送

迎
に
利
用
で
き
ま
す
が
、
こ
ど
も
未

来
財
団
で
の
規
定
枚
数
や
ひ
と
り
が

使
え
る
割
引
券
の
枚
数
制
限
な
ど
あ

り
ま
す
。

本
来
、
組
合
が
要
求
し
て
い
る
も

の
は
、
今
回
の
割
引
制
度
の
導
入
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
従
業
員
が
安

心
し
て
子
供
を
預
け
な
が
ら
働
け
る

環
境
づ
く
り
を
事
業
主
が
提
供
す
る

こ
と
が
目
標
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
は

託
児
所
が
職
場
近
く
に
あ
り
我
々
の

勤
務
状
況
に
あ
っ
た
施
設
の
設
置
や

提
供
を
訴
え
続
け
て
い
き
ま
す
。
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け
や
き

従
業
員
の
た
め
の

育
児
支
援
の
第
一
歩
が
開
始

組
合
要
求
は
託
児
施
設
の
設
置

組
合
は
基
地
で
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
為
に
、
働
き

や
す
い
環
境
整
備
の
ほ
か
、
子
供
を
安
心
し
て
預
け
て
働
く
事
が
出
来
る
た

め
職
場
の
近
く
に
託
児
施
設
の
提
供
を
、
長
年
に
お
い
て
事
業
主
に
訴
え
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
よ
う
や
く
、
労
務
管
理
機
構
は
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
こ
ど
も

未
来
財
団
の
行
っ
て
い
る
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
育
児
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
利
用
で
き
る
割
引
券
の
交
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

組
合
は
民
主
党
山
根
企
業
団
体
委

員
長
と
面
談
し
、
「
駐
留
軍
等
労
働

者
に
対
す
る
『
特
別
援
護
金
』
制
度

に
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
疾

病
を
含
め
る
こ
と
と
す
る
要
請
」
書

を
手
交
し
ま
し
た
。

基
地
従
業
員
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ

る
補
償
が
軽
視
さ
れ
、
救
済
率
が
依

然
と
し
て
低
い
現
状
を
訴
え
ま
し
た
。

特
別
援
護
金
は
労
災
補
償
の
上
乗

せ
部
分
と
し
て
支
給
さ
れ
る
法
定
外

の
福
利
厚
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、

平
成
十
五
年
三
月
よ
り
、
労
務
管
理

機
構
が
防
衛
省
の
交
付
す
る
運
営
費

交
付
金
を
使
用
し
実
施
し
て
き
た
制

度
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
石
綿
に
よ
る
疾
病
に

つ
い
て
は
立
証
が
難
し
い
と
の
こ
と

で
支
給
対
象
か
ら
外
さ
れ
約
五
年
間

空
白
期
間
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

昨
年
に
は
概
算
要
求
に
盛
り
込
む

一
歩
手
前
ま
で
来
た
が
、
財
務
当
局

の
新
規
事
業
は
一
切
認
め
な
い
と
す

る
方
針
に
制
度
実
現
は
阻
ま
れ
た
。

是
非
と
も
概
算
要
求
に
盛
り
込
む
こ

と
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
」
と
要

請
し
ま
し
た
。

八
月
八
日
開
催
の
第
二
回
支
部
委
員
会
に
お
い
て
「
さ
が
み
野
支
部
選
挙
管
理

委
員
の
選
出
」
が
承
認
さ
れ
、
八
月
三
十
日
に
第
二
回
さ
が
み
野
支
部
選
挙
管
理

委
員
会
を
招
集
し
、
二
〇
一
一
年
度
の
大
会
代
議
員
、
支
部
委
員
選
挙
に
つ
い
て
、

次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
告
示
い
た
し
ま
す
。

告

示

一
．
大
会
代
議
員
、
支
部
委
員
定
数
に
つ
い
て

大
会
代
議
員
は
組
合
員
二
十
五

名
に
つ
き
一
名
、
支
部
委
員
は
組
合
員
三
十
名
に
つ
き
一
名

座
間
分
会

大
会
代
議
員
定
数

三
十
二
名

支
部
委
員
定
数

二
十
六
名

相
模
分
会

大
会
代
議
員
定
数

十
八
名

支
部
委
員
定
数

十
五
名

二
．
立
候
補
・
選
挙
届
出
期
間

九
月
五
日
（
月
）
よ
り
九
月
十
六
日
（
金
）
十
七
時
三
十
分
ま
で

三
．
立
候
補
・
選
挙
届
出
方
法

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
責
任
者
が
届
け
出
る
も

の
と
し
ま
す
。
（
用
紙
は
支
部
・
分
会
事
務
所
に
あ
り
ま
す
）

四
．
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て

大
会
代
議
員
、
支
部
委
員
が
定
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
届
け
出
期
間
を
九
月

二
十
三
日
（
金
）
十
七
時
三
十
分
ま
で
延
長
し
ま
す
。
ま
た
定
数
を
超
え
た
場
合

に
は
、
九
月
十
八
日
（
金
）
よ
り
九
月
二
十
五
日
（
金
）
十
七
時
三
十
分
の
期
間

で
、
定
数
を
超
え
た
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
選
挙
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

二
〇
十
一
年
八
月
三
十
日

全
駐
労
さ
が
み
野
支
部

選
挙
管
理
委
員
会

民
主
党
に
石
綿
疾
病
「
特
別
援
護
金
」

『
除
外
規
定
の
撤
廃
』
を
要
請

今
年
は
最
終
段
階
で

財
務
省
に
切
ら
れ
ぬ
よ
う
に

斉藤勁駐労議連会長（左手前）、山根隆治企業団

体委員長（左奥２人目）、楠田大蔵企業団体委員

長代理（左奥） 衆議院第15控室にて



今
回
八
月
七
日
（
日
）
〜
九

日
（
火
）
に
長
崎
で
行
わ
れ
た

平
和
行
動
に
さ
が
み
野
支
部
代

表
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

初
日
は
長
崎
県
立
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
た
〈
核
兵
器
廃
絶

二
〇
一
一
平
和
ナ
ガ
サ
キ
大
会
〉

に
参
加
し
、
「
核
兵
器
な
き
世

界
」
「
ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ
」

「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
」

「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」

の
平
和
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま

た
、
次
世
代
へ
の
継
承
と
し
て

高
校
生
平
和
大
使
と
し
て
活
動

し
て
い
る
全
国
か
ら
選
ば
れ
た

十
二
人
の
若
者
達
の
平
和
へ
の

熱
い
願
い
、
思
い
を
聞
き
ま
し

た
。二

日
目
は
、
原
爆
資
料
館
及

び
、
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加

し
原
爆
落
下
中
心
地
公
園
内
に

あ
る
原
爆
慰
霊
碑
や
記
念
碑
、

原
爆
「
落
下
」
中
心
碑
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
説
明
の

中
に
原
爆
は
、
意
図
的
に
落
と

さ
れ
た
も
の
な
の
で
「
落
下
」

で
は
な
く
「
投
下
」
が
適
当
な

言
葉
だ
と
聞
き
納
得
し
ま
し
た
。

一
九
四
五
年
八
月
九
日
午
前
十
一
時

二
分
、
こ
の
原
爆
「
落
下
」
中
心
碑

の
上
空
五
百
ｍ
付
近
で
核
爆
弾
が
炸

裂
し
、
地
表
に
届
い
た
熱
線
は
三
千

℃
〜
四
千
℃
に
も
達
し
、
ほ
ん
の
三

秒
足
ら
ず
で
付
近
の
建
物
、
を
跡
形

も
な
く
消
失
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
の

事
で
す
。

最
終
日
は
、
被
爆
六
十
六
周
年
・

長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式

典
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

長
崎
市
長
が
読
み
上
げ
た
「
長
崎
平

和
宣
言
」
に
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク

シ
ャ
」
を
訴
え
て
き
た
被
爆
国
の
私

た
ち
が
、
ど
う
し
て
再
び
放
射
線
の

恐
怖
に
怯
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
か
、
自
然
へ
の
畏
れ
を
忘
れ

て
い
な
か
っ
た
か
…
、
福
島
の
原
発

事
故
が
お
き
る
ま
で
、
多
く
の
人
た

ち
が
原
子
力
発
電
所
の
安
全
神
話
を

い
つ
の
ま
に
か
信
じ
て
い
た
。
と
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
そ
の

通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
日
本
人
は
、
二
度
も
原
子

爆
弾
の
被
害
を
受
け
、
さ
ら
に
今
回

の
原
発
事
故
に
見
舞
わ
れ
、
核
の
恐

怖
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
日

本
が
世
界
中
の
人
々
に
、
今
世
界
に

存
在
す
る
広
島
、
長
崎
で
使
用
さ
れ

た
百
倍
以
上
の
威
力
の
あ
る
核
爆
弾

二
万
発
の
廃
絶
と
原
子
力
発
電
に
か

わ
る
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
め
ざ
し
、

こ
れ
以
上
私
た
ち
の
住
む
地
球
規
模

の
核
汚
染
と
未
来
の
子
供
達
に
核
の

不
安
を
無
く
す
事
を
強
く
宣
言
し
行

動
に
移
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
平
和
行
動
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

青
年
・
女
性
部
部
長

呉
屋

秀
明
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駐健保では皆さんの健康づくり、体力づく

りを目的として毎月ウォーキング・ハイキン

グを実施しています。集合場所へ時間に来て

頂ければ、随時参加出来ますので（家族の方

もＯＫです）楽しい～時を過ごしましょう。

昼食、飲み物等は各自ご持参下さい。

雨天時確認ダイヤル090－4622－0451

実施日 ：9月10日（土）

ツアー名：横浜生麦・ビール工場

ウォーキング

集合場所：JR横浜駅東口

中央郵便局前

出発時間：9：30

実施日 ：10月22日（土）

ツアー名：横須賀・猿島探検

ウォーキング・（事前申込制）

集合場所：京急線横須賀中央駅

東口改札

出発時間：9：30

10/1～10/14の期間中に駐健保045-681-1361へ

お申込み下さい。先着30名となります。

駐健保

ウォーキング＆ハイキングのお知らせ

第二回支部委員会開催

8月8日にサニープレイス座間にて支部委員会を開催致

しました。5月15日に行われた第一回支部委員会から約二ヶ

月間の活動報告及び各種議案の提案がなされました。

報告事項として

①中央本部関係②地区本部関係③支部関係

・組合加入状況・各専門部報告・2011年2月1日～5月31日

までの会計・会計監査報告などが報告されました。

議 案

第1号議案 選挙管理委員の選出について

座 間 田辺 真輝さん（JED)

青木 健一さん（ハウジング）

相 模 小平 久雄さん（MN)

田辺 直義さん（AMC)

上瀬谷・厚木 稲葉 光昭さん（厚木NAVFAC-FE)

第2号議案 執行委員の補充選出について

山田修士さん（相模）任期は2012年の定期大会まで

となります。

第3号議案 現在3名の会計監査を、規約を変更し4名

とします。

第4号議案 当面の日程について

以上が審議され満場の拍手で承認されました。

今年も年に１度の財形の申し込み時期がやって来ました。

毎月1,000円を貯金箱に貯めようと思ってもなかなか．．．財形貯蓄ならば給料天引

きだから確実に貯蓄ができます。また融資を受ける時にも有利です。この時期をのが

すと、また１年待たないと申し込みが出来ません。この時期を逃さぬように！！

募集期間は9/1～9/30です。

ろうきんで新規・増額
契約者には

ＱＵＯカードプレゼント

労金財形貯蓄拡大キャンペーンを行っ

ています。詳しくは組合事務所にお問

い合わせ下さい。

文評いただいてます文化展を今年も開
催いたします。
出展して頂いた作品は、2011年10

月15日（土）・16日（日）に海老名
市民ギャラリー第二展示室で開催さ
れる、「第16回県中央地域連合文化
展」に出展しますので、組合員及び
家族の方々の出展をお待ちしていま
す。 詳しくは、申し込み案内又は
組合事務所にお問い合わせ下さい。

参加資格：組合員・ＯＢ及びその家族

募集科目： １一般の部（中学生以上）

①書道 ②絵画 ③写真

④彫刻等 ⑤その他

２児童の部（小学生以下）

①書道 ②絵画 ③写真

④彫刻等 ⑤その他

＊出展される方は10月12日（水）までに

組合事務所へお持ち下さい。

第 6回 文化体育部
文化展の知らせ

全駐労から参加された方々です


